
 

研究テーマ 育児支援・子どもの社会性・幼小接続

所属  教育学部 教授　小林 真

研究分野 臨床発達心理学、精神保健学

キーワード ストレス対処、ソーシャルスキル、愛着、発達障害、子育て支援

研究室URL：

研究の背景及び目的

私は主に以下の３つの内容について研究を行っています。
①育児ストレスの調査、子育て支援のニーズ調査
②集団への不適応（ソーシャルスキル不足・発達障害・愛着障害など）
③幼児教育と小学校教育の接続
基本的には発達心理学を基盤として、人間の個性と育った環境・生活環境の
マッチングと心身の健康の関連に関心を持っています。特に子どもたちが健
やかに成長するためにどのような支援が必要かを検討しています。

期待される効果・応用分野

個人と環境のミスマッチが生じている場合に、個人への支援としては、本人の苦手さ・ストレス
感をいかに軽くし、自尊感情と他者への信頼感を構築できるかを中心に考えています。環境の調
整としては、ストレスフルな刺激をいかに減らし、本人を受容・承認できる人間関係を確保する
かを中心に考えています。
支援や環境の調整は、幼児教育（保育）・特別支援教育・育児支援などに応用できます。

■ 共同研究・特許など

幼稚園・保育所・こども園、小学校・特別支援学校、子育て支援センターで実践に当たる方と、
個人・環境のアセスメントを行って支援方針を考えるような実践研究ができることを期待してい
ます。
取得した特許等は特にありません。
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